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人類は、自らの活動によって生存基盤である地球の環境を大きく変えつつある。地域から地球の環境保全や持続可能
性を追求するには、学際研究や社会の多様なステークホルダーの連携・協働が不可欠である。
デジタルアースとは、サイバースペース上に構築される俯瞰型情報基盤、多次元・多解像度で表現された地球であり、

持続可能な地球の将来を考えるために、環境・災害等の「問題複合体」を解題する共同実験室、コミュニケーションのプ
ラットフォームとして利用されることが期待されている。すべての人やものがインターネットにつながる近未来におい
てデジタルアースは、地球規模で相互運用可能な情報共有 DBであり、人間社会の活動とその基盤である環境とを巡る複
雑な関係性についての集合知を統合し、日々成長することが可能な枠組みを持つ必要がある。それは、具体的に地球の将
来を予測するモデルや、地球システムが持っている機能を分かり易く可視化して、これからの人間社会の行動モデルに
ついて思い巡るといった、持続可能な教育的内容も包含しなければならない。そうすることでデジタルアースは、時空
間をまたいで、地球規模の問題を地域の問題に結びつけて検討し、持続可能な地球の未来を創造することに貢献できる。
デジタルアースの現状と、その構築技術や利用の課題などについて、「ヒマラヤの山岳地域やモルディブの島嶼地域と

いった気候変動の最前線での適応策への取組み」などのケーススタディや「国際災害支援情報基地構想」、「OMEGAプ
ロジェクト」をはじめ、取り組んでいる萌芽的なプロジェクトの紹介を通じて検討するとともに、今後の研究を展望す
る。デジタルアースの構築とその活用により、認識科学や設計科学そして市民科学の連携が強化され、知の再編・統合
が進み、問題複合体の解題が実現することが期待される。
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